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タイ国の稲 YellowOrange Leaf Virus 

病の発生生態と防除

日 野 稔 彦

駐在場所： Rice Department, Ministry of 

Agriculture, Thailand 

駐在期間： 1969年 4月7日から現在まで

研究協力者： Luansark Wathanakul, Somkid 

Disthaporn, Arunee Pliansinchai, 

Dara Kerdchokchai 

稲 YellowOrange Leaf Virus (YOL V) Jiりは稲白菜

枯病ビともにタイ国の稲の主要病害の一つである。

YOLV柄はタイ国全土に分布し，とくに中央平原に激

発するやその病原については斎藤康夫博七ほかとの共

同研究によって直径約 30mpの球形ウイルスであるこ

とを確認した（、病稲は葉が黄色または橙黄色になり，

わずかtこ姜縮し，弱品種では出徳が遅れる。主要肋害

；り
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であるにもかかわらず，その発生生態はほとんど解明

されてし、なし'o

1 バンコクにおける YOLV訥発生の季節変化

タイ国の有早稲系統 GarnPai x台中在来 1号 (GP・

TN 1)は奨励品種 RD-2と姉妹系統であり， YOL¥ 

抵抗性は中である。この系統を 1月ごとに播種し， 20

日苗を移柏した周年栽培ほ場におし、て YOLV病覧）年

間発生梢長を 1週間ことに調在した：

YOLV病は 5月下旬移粕い稲にお・し、ては全く認めら

れず， 6月下旬移柏0)稲では激発しにc その後 YOL¥

柘は作季が遅くなるにしたがって減少し， 10月以降に

移柏した稲ではほとんと認めらわなかった0 YOLV ! 仕J

発生の季節変化を第 1図に示した。 GP・TNIは前述ア）
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第 1図 周年栽培における YOLY病の発生消長

こ）印は田植えおよび出穂を示す
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ように抵抗性中であるため，病徴は発病後約 2週間で 感染の結果であって，本田での感染はこれらの値から

マスクし，健全株と判別できなくなった。第 1図では 第 1表に示した苗代での感染株率を減じた値となる。

栢徴を示している株を発胎株として図示し，発栢と［口1 第 1回栽培の25日苗移柏区においては，苗代感染が忍

役の時期をあわせて示した。もし，これが弱品種であ められなかったにもかかわらず，本口で感染した：）し

れば，回復の時期がずっと遅くなるか，または， 1旦1復 かも，移柏:12日後で27.296 (第 2表）， 51日後で 65.2

しない。 ちであり，高率に発病した。その他いずれの移柏期に

試験田における媒介虫タイワンツマグロヨコバイ おいても発脳株率は苗代での感染株率より高く，本田

Nephotettix impicticepsの密度は YOLV納発生の季 においても感染することが明らかになった。

節度化とほぼ同様の傾向であった。 媒介虫数密度と保毒虫率については，苗代におし、て

タイ国では 5~6 月から雨季に入り， IO~ll月から は YOLV病の発生を説明しうる数伯を得たが，本Ill

乾季となるC YOLV病は媒介虫とともに雨季になって においてば媒介虫数密度が極めて低く， 20株あたり最

発生し，乾季になって終息ずる。 高 9頭であった。このような密度で1ま YOLV柄多発

なお， この項で述べた試験はコロンボプラン噂門家 't. を説明しにくいっ

長田明夫博上の同年栽培における収量要囚解析試験の 苗代と本田との間で YOLV納まん延の速さを比較

中の病害発生消長を担当調査したものであって，この すると，両栽培とも病勢進展速度 (Plank, infection 

謁査の中の GP.TNl ,;) YOLV崩発生の部分だげを rate) は苗代のほうが本田よりも大きかった。 これぱ

抜き出したも 0)である。 苗代期防除の霞要性を示すものである。

2 ほ場におげる YOLV柄の感染時期

田和こ YOLV応抵抗性弱品種 LeuangTawngを 2

回栽培し.YOLV病の感染時期を調在した。苗代でぱ

病徴が小明りょうであるため，サラン網内に移植して

媒介虫から隔離し，病徴が明りょりになってから調在

した結果を第 1表にぷした。 YOLV病は荀代におし、て

も明らかにまん延する'とくに，第 2回栽培の2:i日州

で24.896の感染が認められ，田代によっては幼苗期か

ら感染することをホ唆した。両栽培とも苗代期間が長

くなるにしたがって感染株率は闊くなった＾

第 1表 苗代の YOLV病感染株率
ーヽ ・一、．．

YOLV妬感染株率（冤）
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 第2表 本田における移柏 1月後の YOLV病
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これらの苗代から本田へ移植し，本田でのまん延を

関杏したC・，移柏 1月後の発病株半は第 2表にぷした

おりである C 本田での発病株率は苗代から本田までハ

3 媒介虫による YOLVの伝播

タイ ワンツマクロヨコバイ Nephotettzximpzctzceps 

を用いて， YOLVの稲体内での感染））の潜伏期を調査

した。この項でいう感染力の潜伏期とはウイルスが接

種されてからその苗が感染）］を持つまでの期間，すな

わち，媒介虫がウイルスを獲得でぎるようになるまで

7)期間であな接種後病徴が現われるまでの期間では

なし'o

まず，台中在米 1号に YOLVを接種し，接種直後，

1日後， 2日後， 3日後にこの柏物から YOLVを媒

介虫に穫得させた。獲得させた YOLVは別の健仝稲

；こ接種させて確認、し芦、感染力の潜伏期は次のと虹り

であな潜伏期（）日 1株， 1日9株， 2日26株， :-i17 

8株， 4日以上］株，稲休内でO) YOLVの感染））ハ

潜伏期は極めて短かく，一般に 2IIと考えて恙しつか

えなし、であろり。

第 3表 タイワンツマグロヨコバイの各令

幼虫の脱皮と YOLVの伝播

次令への脱皮から
YOLVを媒介した虫数

みた日数 l 2 :3 4 r ,) /[1 ,、

脱皮 4日前まで （） () （） J 

脱皮 3日前まで 0 。 1 （） ') 

脱皮 2日前まで :3 （） 2 （） :; 

脱皮 1日前まで :3 3 4 2 " 
脱皮当日 10 6 " 

-l 

脱皮 1~j 後 （） I 1 （｝ 

゜（全然伝播しない） (12) (8) (:'l) (l) (6) 
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タイワンツマグロヨコバイの幼虫の YOLV伝播能

りを調介するため，各令幼虫を l日間納柏物ビで飼ff

して保出させ，その後毎日苗を交換して YOLVを伝

贔させた。第 3表に小したように，次令へ脱皮した翌

11も YOLVを伝掘したりは 2例であり，脱皮当日ま

でのものは26例であったco これは保占幼虫が脱皮する

とほとんどのばあし氣占になることを ;Jいも 0)であ

また，各令とも保占しうるか， 1令2令の幼虫で

：土保— di虫にならなかった例が多数誇められた。各令幼

第 4表本Ill期の YOLV恥薬剤防除効果

施用時期 発納株率（％） 収鼠
施用fn]数

（田柏後日数） 田札直後30f~ 41日 (t "1,u) 

2 lnl施用 (3, 10日） S.8 12.6 l. 90 

＂ 
(10, 17日） :,,() 10. ,J* l. 87 

” (17, 2Hl) 12. 8 l」.I 2. 18* 

4 iuJb也用 ('.>. 10、17,24日） :-1.6* 8.0* 2. n* 

無防除 1:1. 3 27.(i 1. 7 i 

虫はほとんどのばあい吸毒後からjrj;B辿続して YOLV る"しかも媒介虫密度は丘外に低し、例が認められる

を伝橘しfこ，，各令豆）最靡｛呆毒期間は 1令から 5令まて こJ)ウイルスの密伏期は稲体内，虫体内，l:もに短か

それぞれ， 1「L 2日， 31、1、l日， 511間であった。 し、，、幼虫，成虫両各で媒介される 薬剤防除は可能で

これらり糾果は 1令2令幼虫は YOLVを（云涌するが， はあるが，確丈衣防除指針を作るためにはさらに多、9、

そハ能））は 3令以卜̂ り幼虫に」I::へて低し、ことを示すも の要因を解決しなげれば衣らはし、，、

グ）である，： 設近になって育成され奨励品種と匁ぅた RDl Joよ

4 本l:liJ{:/jり） YOLV恥梵剤防除 び RD:,(RDは Rice Department) は YOLV !t行こ

台中在米 l号を用し、，セヒン粒剤を1甘1直3日後から 抵抗付である，，これら r})品紐は IR8とタイ介米種

1週間認きに 4皿または 2回施！廿して YOLV病の防 Leuang Tawng とU)交配稀であ,-c, YOLV柄抵抗

除効果を検討したっ結果は第↓ 表グ）とおりである,, .J ・I牛は msに由米してし、る 本柄J)防除ぱ将来これ

同枷用にか設も優れ、無施用区とり間に有，在の差が認 抵抗沖品種によるべ苔であろりが，視状でば水深，質

められた、^ 柄などの閃係で発病地全域に附及でぎ紅し、

YOLV 訥は非常にすみやかに主ん延する病気であ

イネのウイ）レス病媒介昆虫に関する研究

賢在場所： Rice Protection Research Center 

Rangken, Bangkok, Thailand 

駐在期間： 1970年 3月27日～現在

研究協力者： Vichian Hengsawad 

Chantanee l'honuanghol (Miss) 

東南アジア諮国で1ふツマグロヨコバイの 1種によ

て媒介されるイネのウイルス病の 1種が広く発生し

・大きな間題になっている-タイ国では1964年に発

見され， y叫 oworange leaf virus j丙と称してし、な

01: 
熟閉農業研究七ンクー

忍さらに媒介虫の感染に閃ずる牛態にも原囚かある

ように息われるっ

本研究は，合罪的な防除法の確立を II的とするも

であるが，媒介虫の生態に重点を置き，乾季にとこか

で継代してし、たウィルスが，媒介虫によりとツ）ような

過程を経てHJ季の水田に持ち込まれ，またそれが．と

のようにして拡がるかといり経過と仕組みを明らかに

ずることを当面の第 1のII椋にしてし、る・

グ）発生面禎ぱ, 1965年にわずか 1.6万haにすぎなか 研究の結果

）むものが．翌1966年には約66万hc1に拡がり，そのり 1 Nephotettix属に関する研究

ち3:i万haの水田がかなりの被害を被ったし， クイ国におし、て，今まで分布が認められたタイワン

本病は，乾季の水稲ではほとんど認めることができ 、ソマグロヨコバイ (N.impicticeps)およびクロスジッ

が，雨季に栽培された水稲でぱ，日植後きわめて マグロヨコバイ (N.apicalis)のほかに，新しく 2種

短い期間に，ほとんどの株がり栢して病徴をふす。こ N. malayanus および N.parvus の分布を認めたご

媒介虫の密度が雨季に高いこととも関連が深い (N. malayanusおよび N.parvusの同定については、s
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